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2010 年 5 月の厚生労働省の発表
によれば，平成 21 年度の労働災害
による死亡者数は初めて 1,100 人を
下回り，過去最小となったそうです。
しかしながらその死亡者数を業種別
で見れば，数自体は減少傾向にある
とはいえ建設業が 3分の 1以上も占
めており，建設業における安全への
取り組みが必ずしも十分でないこと
を痛感させられます。
製造業のように，安全のための設

備がきちんと整えられた環境で，基
本的に決められた手順で作業を行う
場合と異なり，建設業の場合は何も
無いところに物を創り上げてゆく，
または壊して新たに創り上げるよう
な作業を行うものです。そのため作
業環境には不確定な要素が多く，場
合によっては臨機応変な対応が求め
られるという実情が，他の業種に比
べて安全の確保を困難にしているの
かもしれません。
今や安全への配慮は決して特別な

ものではありません。設備や機械に
頼るのではなく，作業をする一人一
人が日常から心がけ，当たり前のこ
とを着実に行うことが重要なのは言
うまでもないことです。事実，建設
業における労働災害の減少は，そう

いった地道な行動の積み重ねによっ
て実現しているといえます。それだ
けに「建設施工の安全対策」をテー
マとして特集するこの 7月号の計画
に際しては，安全のための画期的な
新しい事案というものがなかなか見
つからず悩まされたのが正直なとこ
ろです。
自動車の世界においては，車間距

離の維持や自動ブレーキなどといっ
た，安全に対するさまざまな新技術
が生み出されています。こういった
最新鋭の技術は頼もしい限りです
が，あくまでそれらは補助的なもの
であり，結局は使う人の意識が欠け
ていれば，どんな技術でも安全を補
うことができません。建設分野にお
いても，本誌でご紹介いただいた最
新鋭の機器や取り組みはすばらしい
ものばかりですが，個人の意識が欠
けていてはせっかくの先進技術も活
かされません。そのことを肝に銘じ
なければならないとあらためて思い
ます。
最後になりますが，お忙しい中に

もかかわらず寄稿いただいた方々に
は，直接お礼のご挨拶ができないこ
とをお詫び申し上げるとともに，こ
の場をお借りして厚くお礼を申し上
げます。
 （渥美・髙木）

8 月号「ロボット，無人化施工特集」予告
・アスベストプロジェクトの取り組み　アスベスト除去ロボットによる無人化施工システム
・赤松谷川 9号床固工工事における無人化施工
・無人化施工によるプレキャストカルバート施工と遠隔測量ステーションの開発
・耐環境性の高い消防防災向け検知ロボットの開発
・自由断面掘削機自動化掘削システム　ブームヘッダーRH10J，RH250MB-SL の自動掘削
・双腕型建設用マニピュレータの遠隔操作支援技術の開発
・施工データの共有化システム




